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選挙の出前授業
実施報告





はじめに

新宿区選挙管理委員会では、「将来の有権者」である児童生徒に向けて、各種の啓発事
業を行っています。その中に「小学6年生向け選挙出前授業」、「中学校における生徒会
選挙支援」、「高等学校等における選挙出前授業・模擬投開票」が位置付けられます。

また、新宿養護学校での模擬投票体験授業、「新宿区手をつなぐ親の会」主催の「ご本
人のための選挙学習会」への協力参加を行っています。

今年度の「小学6年生向け選挙出前授業」は23校での実施となりました。今年度の大き
な特色としては「児童が地域課題を考える『地域課題型模擬選挙』が17校で行われたこ
と」、「学校公開日での実施が15校であったこと」が挙げられます。

この出前授業では、選管職員による選挙の基礎知識などの講義を通して選挙の重要性や
投票の意義を伝えたのち、社会科などの普段の学習の延長として児童達の視点から「地域
の課題」を調べ、その対応策を候補者役である児童が「政策」として「有権者（児童や授
業を参観する大人）」に提示して「選挙運動（演説や選挙公報など）」を行います。投票
する児童も、候補者の演説内容や選挙公報を比べて投票先を決め、投票を体験します。

学校公開の場合は授業を参観する保護者や地域の方も児童の真剣な演説や投票する姿を
見て、「選挙の大切さ」や「地域に目を向けることの重要性」を再確認してくださってい
ます。今回の報告書では、アンケートに表れた児童生徒の声のほか、学校の立場から出前
授業に取り組んでくださっている西新宿小学校の清水仁校長の記事（『Voters』№49 
明るい選挙推進協会）を掲載しましたのでご覧ください。

「中学校における生徒会選挙支援」については、生徒が自分達の代表を選ぶ生徒会選挙
において、投票箱や投票記載台など「本物の」道具を使うことにより選挙を身近なものに
感じてもらうことを目標としています。また、候補者の立会演説の時間に選挙管理委員か
ら講話をさせていただき、「選挙の大切さ」を生徒に向けて訴えています。

「高等学校等での選挙出前授業・模擬投開票」については、選挙権年齢を目前にした生
徒を中心に、実際の選挙における「候補者情報の集め方」や「投票の方法」など、実践的
な知識を身に付けてもらうような構成で授業をしています。

新宿養護学校での授業や「新宿区手をつなぐ親の会」の学習会支援については、関係者
からの意見を伺いながら「代理投票」の方法等を中心にした投票体験を実施していますが、
このことは実際の選挙の投票所において、障がいを持つ有権者への接遇・対応の改善に
フィードバックしています。

私たちは、児童生徒が「将来の有権者」として健全に育っていけるよう、これからも多
くの皆様とともにこの事業を進めていきたいと考えています。

令和2年3月
新宿区選挙管理委員会
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学校名・実施日 模擬投票のテーマ
テーマの

種別
ページ

西戸山小学校
（R1/9/26）

新宿区をよりよい町にするために総選挙 地域課題 ４

東戸山小学校
（R1/9/12）

こんな公園を作りたい！
理想の公園選挙

地域課題 ４

余丁町小学校
（R1/9/14）

余丁町小学校6年生給食総選挙 給食 ５

落合第三小学校
（R1/9/21）

落合第三小学校給食総選挙 給食 ５

柏木小学校
（R1/9/26）

新宿改革総選挙 地域課題 ６

落合第四小学校
（R1/10/5）

落合地区議員総選挙 地域課題 ６

富久小学校
（R1/10/11）

富久小学校6年生給食総選挙 給食 ７

戸塚第一小学校
（R1/10/17)

戸塚地域を幸せにする総選挙 地域課題 ７

牛込仲之小学校
（R1/11/6）

未来の区長選挙 地域課題 ８

落合第一小学校
（R1/11/12）

落合第一小学校6年生給食総選挙 給食 ８

市谷小学校
（R1/12/10）

明日を創る ～新宿区長選挙 in ICHIGAYA～ 地域課題 ９

天神小学校
（R1/12/19）

社会をよりよくするために総選挙 地域課題 ９

(1) 区立小学校の出前授業・模擬投開票

新宿区選挙管理委員会
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学校名・実施日 模擬投票のテーマ
テーマの

種別
ページ

落合第五小学校
（R2/1/18）

理想のクラス総選挙 学校生活 １０

戸塚第三小学校
（R2/1/18）

高田馬場をよりよくするために 総選挙 地域課題 １０

早稲田小学校
（R2/1/21）

東京オリンピックに向けて、
外国人観光客を安全かつ快適に受け入れる態
勢や取り組み総選挙

地域課題 １１

江戸川小学校
（R2/1/23）

感謝の気持ちを伝えたい！総選挙 学校生活 １１

西新宿小学校
（R2/1/24）

西新宿の町をよりよくしよう～総選挙～ 地域課題 １２

戸塚第二小学校
（R2/1/25）

未来区長選挙
～高田馬場をよりよくするための政策～

地域課題 １２

戸山小学校
（R2/1/27）

未来の区長選挙
～新宿区をよりよくするための政策～

地域課題 １３

四谷小学校
（R2/2/8）

豊かなくらしを実現するために総選挙 地域課題 １３

落合第二小学校
（R2/2/8）

理想の落合を考える選挙 地域課題 １４

愛日小学校
（R2/2/12）

地球を救おう！環境対策総選挙2020 地域課題 １４

津久戸小学校
（R2/2/13）

津久戸の未来総選挙 地域課題 １５

新宿区選挙管理委員会

 学校ごとの詳細は次ページ以降をご覧ください。
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実施校 西戸山小学校

実施日 令和元年9月6日（金） 5・6時間目

場所 西戸山ホール

対象 6年生児童 88名（3クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 3名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何？／選挙権の歴史／選挙の三原則／
これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「新宿区をよりよい町にするために総選挙」
「民守党（災害対策）」、「新宿歴史党（地域の伝統を受け
継ぐ）」、「ラブ・動物党（動物との共生）」、「外国ありが
党（日本人と外国人によるまちづくり）」、「平等党（住民
同士の助け合い）」、「道路改良党（道路の改善でより安全
に）」

→「ラブ・動物党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話

新宿区選挙管理委員会

実施校 東戸山小学校

実施日 令和元年9月12日（木） 2・3時間目

場所 ランチルーム

対象 6年生児童 48名（3クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 3名
早大模擬選挙班 3名 選管インターン生 1名

内容 ○講義【選管職員】
なぜ選挙をするのか？／みんなの代表者の仕事／投票率につい
て／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「こんな公園を作りたい！ 理想の公園選挙」
「遊沢玉恵 候補（子どもがのびのび遊べる公園）」、「御祭青
空 候補（様々なイベントができる公園）」、「防災快晟 候補
（防災設備の整った公園）」、「ファイン日咲 候補（健康・体
力増進ができる公園）

→「防災快晟 候補」が当選
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 余丁町小学校

実施日 令和元年9月14日（土） 3・4時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 52名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名
早大模擬選挙班 4名 選管インターン生 1名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何？／選挙権の歴史／選挙の三原則／
これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「余丁町小学校6年生 給食総選挙」
「カツカレー党」、「ABCスープ党」、「スパゲッティ党」か
ら選択 →「カツカレー党」が当選

○選挙管理委員による講話

実施校 落合第三小学校

実施日 令和元年9月21日（土） 1・2時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 60名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 2名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙について学ぼう／日本の選挙の歴史／選挙の
三原則／選挙の投票率／これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「落合第三小学校 給食総選挙」
「キムチチャーハン党」、「塩ラーメン党」、「ピッツァ党」、
「カレーとナン党」

→「ピッツァ党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 柏木小学校

実施日 令和元年9月26日（木） 1・2時間目

場所 多目的室

対象 6年生児童 54名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙について学ぼう／日本の選挙の歴史／選挙の
三原則／選挙の投票率／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「柏木小学校 新宿改革総選挙」
「犯罪防止党（犯罪対策）」、「ジャイアンツ党（女性が暮ら
しやすい街に）」、「新宿環境改革党（ポイ捨て禁止）」、
「新宿の教育を守る党（色々な人と触れ合える街づくり）」

→「犯罪防止党」と「ジャイアンツ党」が同点のため、
くじ引きにより「犯罪防止党」が当選

○明るい選挙推進委員による講話

実施校 落合第四小学校

実施日 令和元年10月5日（土） 1・2時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 79名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 2名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙について学ぼう／日本の選挙の歴史／選挙の
三原則／選挙の投票率／これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「落合地区議員総選挙」
「税金幸福党（税金改革の一歩を）」、「老若男女安心党（大
人にも子供にもやさしい町づくり）」、「革新党（誰でも住み
やすい落合、日本、世界を作り上げよう）」、「教育改革推進
党（ICT,プログラミング教育の推進）」

→「教育改革推進党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 富久小学校

実施日 令和元年10月11日（金） 2・3時間目

場所 視聴覚室

対象 6年生児童 27名（1クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 3名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
選挙とは？／18歳になったらできる選挙／代表者（政治家）の
仕事／投票率について／選挙権の歴史／1票の重みを感じよう／
これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「富久小学校6年生 給食総選挙」
「ラーメン党」、「揚げパン党」、「餃子党」、「ガーリック
フランス党」

→「餃子党」が当選
○選挙管理委員による講話

実施校 戸塚第一小学校

実施日 令和元年10月17日（木） 3・4時間目

場所 ランチルーム

対象 6年生児童 84名（3クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 5名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙について学ぼう／日本の選挙の歴史／選挙の
三原則／選挙の投票率／これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「戸塚地域を幸せにする総選挙」
「交通事故防止党（ミラー・ガードレールをつけて安全な暮ら
しへ）」、「交通安全党（街灯で守ろう私たちの暮らし）」、
「人権保護党（家と人権を守ろう）」、「安全保障党（歩きス
マホ事故削減！）」、「環境保護党（大切な自然を守りま
す）」、「戸塚にこにこ党（戸塚にこにこ党からの3つの約
束）」

→「環境保護党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話

7



新宿区選挙管理委員会

実施校 牛込仲之小学校

実施日 令和元年11月6日（水） 5・6時間目

場所 多目的室

対象 6年生児童 52名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 2名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何？／日本の選挙の歴史／選挙の三原則
／選挙の投票率／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「未来の区長総選挙」
「平和党（平和について考える集会を開く）」、「環境改善
党」（レジ袋有料化、街路樹を増やす）、「一人ひとりを認め
る党（いじめや人種差別のない都市づくり）」、「受け入れる
心が必要党（受け入れることは譲り合うこと！）」、「いがQ
党（死因ランキングから病気をなくします！）」

→「環境改善党」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 落合第一小学校

実施日 令和元年11月12日（火） 5・6時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 57名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 3名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何？／日本の選挙の歴史／選挙の三原則
／選挙の投票率／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「落合第一小学校6年生 総選挙」
「カレーライス党」、「キャロットライスのクリームソースが
け党」、「ドライカレー党」、「ハヤシライス党」

→「ドライカレー党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 市谷小学校

実施日 令和元年12月10日（火） 5・6時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 59名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 5名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何？／選挙権の歴史／選挙の三原則／
これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票
「明日を創る～新宿区長選挙 in ICHIGAYA～」

「教育ななか（少子化の今だから教育改革）」、「安全ひかり
（子どもを安心して遊ばせることができる街に）」、「観光ゆ
うじ（みんなが楽しめる観光地づくり）」、「環境ゆうた（地
域のバリアフリー化をすすめます）」

→「観光ゆうじ」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 天神小学校

実施日 令和元年12月19日（木） 3時間目

場所 天神ルーム

対象 6年生児童 16名（1クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
選挙はなんのためにやるの？

○模擬投票・開票「社会をよりよくするために総選挙」
「THE・持続党（子どもたちの社会の授業を増やします、な
ど）」、「日明党（町にユニバーサルデザインを増やします、
など）」、「環境改善党（再生可能なエネルギーを増やします、
など）」、「自然守護党（植林活動を増やします、など）」

→「自然守護党」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 落合第五小学校

実施日 令和2年1月18日（土） 1・2時間目

場所 6年生教室（講義） ミーティングルーム（模擬投開票）

対象 6年生児童 22名（1クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
選挙って何？／18歳選挙権／選挙権の歴史／選挙の三原則／
これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「落合第五小学校 理想のクラス総選挙」
「ガラパゴス諸党（受験で疲れたみんなの『ストレス』軽減
します）」、「チョコミン党（笑顔のあふれる仲の良いクラス
を）」、「スマイル党（ポジティブで！みんなが笑顔でいられ
るクラスを！）」、「宿題から児童を守る党（宿題をなくす！
自分の好きなことに時間を使えるようになる！）」、「後楽党
（50日間を後悔のないように楽しむ）」

→「ガラパゴス諸党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 戸塚第三小学校

実施日 令和2年1月18日（土） 3・4時間目（講義・投票）
令和2年1月20日（月） 5時間目（開票）

場所 会議室

対象 6年生児童 30名 5年生児童 30名（各1クラス）

学校公開 18日：あり 20日：なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名（18日のみ）
早大模擬選挙班 2名（18日のみ）

内容 ○講義【選管職員】
選挙って何？／18歳選挙権／選挙の投票率／自分の意見をかた
ちにするには？ ほか

○模擬投票・開票「高田馬場をよりよくするために総選挙」
「緑を増やす党」、「ながら系党」、「神田川クリーン党」、
「地域緑花党」、「タバコダメダメ党」、「笑顔を作る党」、
「530（ゴミゼロ）党」、「馬場観光党」、「花を咲かせる
党」

→「ながら系党」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 早稲田小学校

実施日 令和2年1月21日（火） 3・4時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 75名（3クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名

内容 ○講義【選管職員】
選挙ってなんのためにあるの？／日本の選挙の歴史／選挙の三

原則／選挙の投票率／これからみんなにできること ほか
○模擬投票・開票

「東京オリンピックに向けて、外国人観光客を安全かつ快適に
受け入れる体制や取り組み総選挙」
「大塚たいすけ（ボランティア通訳の活用、など）」、「誇張
もくず（自動翻訳機の無料貸出、など）」、「松井彩湖（観光
客二階建てバス運行、など）」、「益田晋次（いろんな国の言

葉でガイドブックを発行、など）」 →「誇張もくず」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 江戸川小学校

実施日 令和2年1月23日（木） 1・2時間目

場所 ランチルーム

対象 6年生児童15名（1クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 3名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
選挙とは？／18歳になったらできる選挙／代表者（政治家）は
何をしているんだろう？／投票率について／選挙権の歴史／1票
の重みを感じよう！／今日からみんなにできること ほか

○模擬投票・開票
「お世話になった人たちへ感謝の気持ちを伝えたい総選挙」
「チョコミン党（感謝の気持ちを校舎に貼り出す）」、「オー
ルマイ党（他の学年と一緒に遊んで感謝の気持ちを伝える）」、
「ピカピカ党（学校をピカピカにして感謝の気持ちを
伝える）」、「エッフェル党（感謝の気持ちを工作で表現）」

→「オールマイ党」と「チョコミン党」が同点のため、く
じ引きにより「チョコミン党」が当選

○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 西新宿小学校

実施日 令和2年1月24日（金） 3・4時間目

場所 ランチルーム

対象 6年生児童 37名（1クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名
早大模擬選挙班 1名

内容 ○講義【選管職員】
みんなの代表者は何をしているんだろう？／投票率について／
選挙権の歴史／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「西新宿の町をよりよくしよう総選挙」
「福祉真 幸斗（福祉を通して皆を笑顔にする）」、「遊び場 遊
也（西新宿に遊び場を増やす）」、「真名 愛男（マナーを広め
てよりよい街に）」、「分別 大事（ゴミの分別を心がけよ
う）」、「伝統 大切美（伝統を受けつぎ社会を発展させる）」、
「大木 樹太郎（緑が豊かな街にしよう）」

→「大木 樹太郎」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 戸塚第二小学校

実施日 令和2年1月25日（土） 1・2時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 47名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名

内容 ○講義【選管職員】
みんなの代表者は何をしているんだろう？／投票率について／
選挙権の歴史／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「未来区長選挙」
「未来 あかり（外国人への案内を充実させる、など）」、「馬
場 清（高田馬場駅周辺の道路の拡張、など）」、「土 堀男（高
田馬場の町に観光客が来るようにしたい、など）」、「観田 光
太朗（有名な観光スポットのよいところを宣伝する、など）」、
「福 宇沢（子どもからお年寄りまで健康で長生きできるようサ
ポート、など）」、「環境 カイト（高田馬場をきれいしてみせ
ます、など）」

→「馬場 清」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 戸山小学校

実施日 令和2年1月27日（月） 3・4時間目

場所 視聴覚室

対象 6年生児童 43名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 1名
早大模擬選挙班 2名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙について学ぼう／日本の選挙の歴史／選挙の
三原則／選挙の投票率／これからみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「未来の区長選挙」
「新社会保障党（税金の有効活用で区民に希望を！）」、「交
安党（交通安全にとっかした安心できる街づくり）」、「災党
【さいとう】（普段から防災意識を高めましょう）」、「新み
らい党（世代をこえて安心を！）」

→「新みらい党」が当選
○選挙管理委員による講話

実施校 四谷小学校

実施日 令和2年2月8日（土） 1・2時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 75名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 5名

内容 ○講義【選管職員】
選挙って何？／18歳選挙権／日本の選挙の歴史／投票しないと
どうなるの？／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「豊かなくらしを実現するために総選挙」
「四谷 一郎（ユニバーサルデザインを一段と進めます、な
ど）」「代々木 四郎（新宿の緑を残します、など）」、「千駄
ケ谷 三郎（待機児童ゼロ、など）「信濃町 二郎（歩行者専用通
路・自転車専用通路を作ります、など）」町にユニバーサルデ
ザインを増やします、

→「四谷 一郎」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 落合第二小学校

実施日 令和2年2月8日（土） 2・3時間目

場所 体育館

対象 6年生児童 50名（2クラス）

学校公開 あり

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 7名
早大模擬選挙班 1名

内容 ○講義【選管職員】
みんなの代表者は何をしているんだろう？／投票率について／
選挙権の歴史／これからのみんなにできること ほか

○模擬投票・開票「理想の新宿を考える選挙」
「中島 光木（自然を生かし、いっしょに育て、明るい未来を育
てよう）」、「染田 そうしろう（染物のまち、伝統を守り続け
る落合を）」、「公平 ひまり（世界にほこれる、みんなにやさ
しい落合に）」、「平等 杷子（まちのみんなが平等！ だれも
が幸せなまちを実現しよう！）」

→「中島 光木」が当選
○選挙管理委員による講評
○明るい選挙推進委員による講話

実施校 愛日小学校

実施日 令和2年2月12日（水） 3・4時間目

場所 愛日ホール

対象 6年生児童 56名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 5名
早大模擬選挙班 3名

内容 ○講義【選管職員】
「選挙」とは何だろう？／政治家の主な仕事／「政策」を実現
するためには／日本の選挙の歴史／みんなで考えよう（投票率
の資料もとに児童同士で話し合い）／これからのみんなにでき
ること ほか

○模擬投票・開票「地球を救おう！環境対策総選挙2020」
「オゾン党（一緒にオゾン層破壊問題を考えよう）」、
「トメィ党（動物と人間に優しい社会を創ります）」、
「環境問題研究党（海洋プラスチック問題について考えま
す）」、「エッフェル党（海洋プラスチックごみを減らし、き
れいな海を増やします）」、「CO2減少連盟党（CO2問題につ
いて考えます）」、「環境党（酸性雨対策について考えま
す）」 →「トメィ党」が当選

○明るい選挙推進委員による講話
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新宿区選挙管理委員会

実施校 津久戸小学校

実施日 令和2年2月13日（木） 5・6時間目

場所 6年2組教室（講義） 会議室（投票）

対象 6年生児童 44名（2クラス）

学校公開 なし

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 4名

内容 ○講義【選管職員】
18歳選挙権／選挙って何のためにあるの？／日本の選挙の歴史
／選挙の三原則／選挙の投票率／これからのみんなにできるこ
と ほか

○模擬投票・開票「津久戸の未来総選挙」
「安心・安全党（みんなが安心安全に暮らせる神楽坂を）」、
「神楽坂の伝党（歴史を残しつつ、伝統を未来へ）」、「人党
【ひとう】（だれもが住みやすく笑顔になれる町へ）」、「建
物美化党（路地の落書きを消します）」、「子どもありが党
（子どもが暮らしやすい町づくり）」、「来光羽党【らいこう
とう】（『外国人』＝『英語』というイメージを変える）」、
「昔と今の調和党（伝統も守りつつ活気ある町へ）」、「街を
守る党（住みやすい環境をつくる）」

→「建物美化党」が当選
○明るい選挙推進委員による講話
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(2) 区立中学校生徒会選挙等への支援

学校名

落合第二中学校（☆） 7月16日（火）

牛込第三中学校 9月11日（水）

四谷中学校 9月13日（金）

牛込第二中学校 9月13日（金）

西新宿中学校 9月17日（火）

落合中学校（☆） 9月27日（金）

牛込第一中学校（☆） 10月4日（金）

支援内容
投票記載台・投票箱・腕章の貸出
選挙管理委員による講話（☆印）

(3) 新宿養護学校等への支援

生徒会選挙等の学校選挙向けに、実際の選挙で使用している機材を貸し出しています。選挙
公報の作成から投開票の運営まで、生徒が中心となって実施しています。

実施校 新宿養護学校

実施日 令和元年10月15日（火）
午前10時30分～午前11時20分

場所 中学部教室

対象 1～3年生 9名

明推委員 1名

内容 投票の方法について／養護学校教諭によるデモンスト
レーション／
模擬投票（投票従事者は選管職員及び教諭）／選管職員
による模擬開票／結果発表
模擬投票のテーマは「第2回もっといい世の中つくろう総
選挙」。募金の寄付先について、「ふくのわ党（衣類リ
サイクルでパラリンピックを盛り上げる）」、「パラス
ポーツ党（パラスポーツを社会に広める）」、「せかい
のこども党（文房具を世界の子どもに届けたい）」から
選択。

→「ふくのわ党」が当選。

今年度も新宿養護学校の中学部生徒に向けて、模擬投票の出前授業を行いました。

新宿区
選挙管理委員会事務局
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(４) 高等学校等への支援
区内の高等学校等に向け、 「18歳選挙権」にあわせて「投票の方法」や「候補者情報の収

集方法」等、実際の選挙に即した新有権者向けの出前授業・模擬投票を行っています。
また、実際の参議院議員選挙にあわせて模擬投票授業を行う学校には投票箱などの選挙機材

の貸出や選挙公報の提供などを行っています。

新宿区
選挙管理委員会事務局

実施校 東放学園高等専修学校

実施日 平成31年4月5日（水）午後1時～午後1時45分

場所 視聴覚室

対象 3年生 30名

内容 講義【選管職員】
投票に行ってみよう／投票先はどうやって決める？／
「フェイクニュース」と「ファクトチェック」／社会にお
ける政治の機能

実施校 目白研心高等学校

実施日 令和2年1月29日（水）

午後1時25分～午後3時15分

場所 研心館

対象 2年生 299名

明推委員
模擬選挙班

明るい選挙推進委員 6名

早大模擬選挙班 2名

内容 講義【選管職員】
投票に行ってみよう／投票を体験しよう

模擬投票・開票【候補者役：生徒3名】
「目白区長選挙」 候補者による立会演説

（争点は『税金の使い方』。予算配分の仕方を訴える。）
シンキングタイム
模擬投票（投票従事者は明るい選挙推進委員）
模擬開票（開票立会人及び開票従事者は生徒）
生徒による模擬投票の感想

若者と政治のかかわりを考える
早大模擬選挙班の学生（2名）へのインタビュー
「初めての投票」「投票前に準備したこと」
「高校生に伝えたいこと」 ほか

① 高等学校等での選挙出前授業
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(５) 手をつなぐ親の会への支援

今年度も「新宿区手をつなぐ親の会」が主催する、知的障がいを持つ方の投票参加について学
ぶ「ご本人のための選挙学習会」に協力しました。

今年度は、参議院議員選挙（令和元年7月執行）に向けて1回実施しました。

実施日 令和元年6月1日（土） 午後2時～午後3時30分

場所 障害者福祉センター

対象 新宿区手をつなぐ親の会会員及び子弟

参加団体 新宿区明るい選挙推進協議会

内容 「参議院議員選挙について」
参議院議員選挙の投票方法などについて説明

選挙クイズ
投票をするにあたっての注意事項などをクイズ形式で解説

模擬投票「模擬参議院議員選挙」
当日の投票所とほぼ同じセットを設営し、実際の参議院議員選挙にあわせて「2票投

票」を体験。また代理投票の手続きについて説明し、模擬投票を体験した。

実施校 東京都立戸山高等学校

実施日 令和元年7月17日（水）午後1時～午後1時45分

内容 選挙機材（投票箱・投票記載台）の貸出
選挙公報の提供

② 都立戸山高等学校模擬投票授業への支援

③ 都立戸山高等学校での選挙管理委員講話

実施校 東京都立戸山高等学校

実施日 令和元年7月16日（火）午後2時～午後3時30分

場所 講堂

対象 1年生 323名

内容 学校が行った「人間と社会」授業のカリキュラムの一環として、各クラス代表
（10グループ）が、「日本の課題を考える」をテーマに、「高齢化社会と年
金」・「死刑の是非」・「食品ロス」・「マイクロプラスチック問題」・「ブ
ラック企業」・「男女格差」・「社会保障で損をしたくないブラザーズ」・「少
子化について」を発表し、生徒間で質疑応答・意見交換をした。
これらの発表に対し、選挙管理委員会委員長が講評・講話を行った。
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参考資料

○児童生徒のアンケート回答（抜粋）

○「西新宿の町をよりよくしよう-総選挙-」
清水仁（西新宿小学校校長）
　『Voters』No.49（公財　明るい選挙推進協会）より転載
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児童アンケート(抜粋)

選挙は面倒なものだとおもっていましたが（スミ
ミマセン）、今回の授業を通して面白い（楽し
い）なと思ったので、18歳になったらちゃんと選
挙に行きたいと思いました。。 本当の投票箱をつかっていたから、

少しの時間ではあったが緊張した。
自分はまだ子供だけど、今からでも新聞・
ニュースなどのメディアを活用して、社会につ
いてふれたいです。18歳になったらみんなを
さそって選挙に行けるような人になりたいと思
いました。

選挙は難しいものと思っていたから、へんけ
んがなくなってよかった。

実際に投票してみたときに、選挙のや
り方が分かったため、6年後に選挙に
行きたいです。

選挙のしくみ、歴史、政治家の人たちの仕事
などの話を聞いて、改めてこういうものなん
だと感じました。

今回の授業で選挙は自分のためにもする
ことなので、18歳になったら選挙に必ず
行くようにしたいです。

今回の選挙はあくまでおためしだったけど、本
当の選挙は自分の一票で国が変わるからもっと
真剣に考えて、自分がどう考えてもその結果に
なる人に一票あげたいと思った。

あまり選挙について深く知らなかったけど、基礎的
なこと、知識も学べたし、数多くある政党の中でど
の政党を選べばいいか、メディアの深化にも対応し
ていることも知りました。とても有意義な時間でし
た。

投票用紙を機械でかぞえまちがいがないか
何回もくり返し確かめると知って、とても
大変だと思いました。

20歳代のとうひょうりつが低く
ておどろきました。

昔の人たちが、今の女子も投票できるようにして
くれたから、18歳になったらちゃんと投票した
いです。

新宿区
選挙管理委員会事務局

実際の選挙と同じ形式でとても臨場感が
ありました。知らないことばかりだった
ので聞いていてすごく興味深かったです。

1年後に選挙に行けるようになり、本格的に日
本の政治に責任をもって参加するようになりま
す。今回の体験を活かして、自分の意見をしっ
かりもって選挙に行こうと強く思いました。ま
た十分な準備もしていきたいです。

政治にあまり興味がなく、選挙について全く知ら
なかったので、細かく丁寧な説明を受けて、実際
にやってみて驚きがたくさんあった。選挙、投票
は自分のことを知るきっかけになるという話がと
ても印象的だった。18歳になったら事前に調べて、
自分なりに分析して投票に行こうと思えるいい機
会になった。

生徒アンケート(抜粋)

私も以前、中学生の頃に委員会委員長の選挙に参加
したことがあったので、今回の授業を楽しみにして
いました。選挙のお仕事をされている人のお話はと
ても分かりやすかったです。

同じ意見の候補者に投票したのですが、
当選することができなかったので悔し
かったです。選挙に行く気が出ました。
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はじめに

　平成31年 2 月「○○党○○さん12票、□□党
□□さん12票」。平成最後の西新宿小学校総選挙

（模擬選挙）の結果発表を、固唾を飲んで待って
いた会場には、驚きの声が広がった。その後、「規
定によりくじ引きを行います」「えーっ！」、子
どもたちは最後まで選挙の行方に注目していた。
　模擬選挙を始めて 4 年目。年々、選挙は盛り上
がりを見せ、子どもたちも参観する保護者、地域
の方々も思わず熱くなる本校の名物授業に育った。

西新宿小学校模擬選挙のはじまり

　平成26年公職選挙法が改正され、選挙権が、
18歳以上となった。小学校を卒業して 6 年後に
は、自分たちの町や国の政治を決める選挙権を
もつのである。社会科を長く研究、実践してい
た私は、これを機に子どもたちに公民的資質を
身に付けさせる実践を模索していた。まさにそ
の時、新宿区選挙管理委員会からお電話で模擬
選挙実施のお誘いを受けた。私は、直感的にこれ
はいけると思い、喜んでお受けすることにした。
　当時の本校は、生活指導上の課題があり、学
校改革のための方策を練っている時であった。
まず取り組むべきことは、規範意識を醸成する
指導であった。しかし、これだけでは子どもた
ちは、窮屈に感じてしまう。それと並行して、
特別活動や総合的な学習の時間を通して「自分
たちの学級や学校、地域をよりよくしたい」「そ
のためにこんなことをしてみたい」という子ど
もたちの熱い思いや願いをかなえることができ
る仕組みを作りたいと考えていたからだ。

子どもを本気にさせたい

　実際にお会いしてモデル授業の提案を伺った
ときに、私は、物足りなさを感じてしまった。

それは、「給食のメニューは何がよいか」につ
いて、 2 つのグループに分かれ、議論し模擬選
挙を行うというものであった。学校によって年
間のカリキュラムは決まっており、そこに入れ
込むことは難しい状況での工夫であることは、
すぐに理解した。
　しかし、私の一番の心配はそのテーマで、子ど
もたちが本気になるかということであった。模
擬選挙は、新宿区選挙管理委員会、新宿区明る
い選挙推進協議会、学生ボランティアの方々が
本気で準備、協力してくださる大舞台である。
子どもたちにも、本気で取り組ませたい。そし
て、それが将来、真に自分のまちや我が国のこ
とを考え、選挙に臨むことができるよりよい市
民として成長することに繋がると期待したから
である。
　そこで、私は「 6 年生の総合的な学習の時間
の探究的な学びの過程に位置付けて行うことが
できます。自分たちでこのまちの課題を見つけ、
同じ課題意識をもつ仲間と政党を作り、その課
題の解決のための方策を考え、プレゼンテー
ションを行い、それを聞いた上で模擬投票をさ
せたいと思っています」というプランを熱く
語った。幸いなことに「本当は、そのような模
擬選挙にしたいのです」と賛同してくださり、西
新宿小学校の模擬選挙プロジェクトが始動した。

西新宿小学校総選挙カリキュラム・マネジメント

　本校は、カリキュラム・マネジメントによる
学校改革を進めている学校である。その特色は、
・ 教育目標を達成させるために、教科と教科の

つながりを考慮したカリキュラムをつくる
・ 学校外のひと、もの、ことを有効に取り入れる
・ 実践を常に振返り、改善を図る
システムを構築しているところにある。

この 3 年間は、「地域総がかりの教育―いき

西新宿の町をよりよくしよう -総選挙-
 子どもたちが本気になる模擬選挙の実践

新宿区立西新宿小学校長　清水 仁

レポートレポート

21



 49号　2019.4

いき西新宿―」
というキャッチ
フレーズを作成
し、子どもたち
が地域とかかわ
り、地域のよさ
に気付くこと
で、地域への愛
着をもち、地域
に貢献する子ど
もを育むことに
取り組んでい
る。その中心は、
生活科・総合的
な学習の時間で
あり、西新宿総
選挙は、第 6 学
年の総合的な学

習の時間「西新宿のまちをよりよくしよう」の
中に位置付けられている。
　この単元は、 1 ， 2 年生の生活科の町探検や
3 年生の西新宿のまちのよさの発見、 4 年生の
障がいのある方との交流、 5 年生のまちの伝統
文化の継承やまちの環境保全という、西新宿の
ひと、もの、こととの十分なかかわりの中から
生まれた西新宿のまちのよさとその課題の発見
からスタートする。その後、各種資料やアンケー
ト、インタビュー等による資料収集から捉えた、
子どもならではの視点による西新宿のまちの課
題とその解決策を中間報告することで、新たな
課題を発見し、さらにブラッシュアップを図っ
ていく。この際、年によっては、新宿区長への
プレゼンテーションも行っている。新宿区長に
よるご講評は、子どもたちにも分かりやすく、
かつ新たな視点をもたせてくださるものであ
り、子どもたちの考えを揺さぶり、さらなる探
究意欲を喚起し、子どもたちが本気になる契機
となっている。その後、新たな課題に対する情
報収集、収集したデータの整理、分析、まとめ、
表現という学習過程を繰り返し、いよいよ西新
宿総選挙を迎えるのである。

リアルを追究する平成最後の西新宿総選挙

　西新宿総選挙は、毎年、 3 学期の学校公開時
に行っている。それは、 6 年生の保護者の方は
もちろん、多くの保護者、地域の方々に参加し
ていただきたいと考えたからである。そうする
ことで、今、子供たちが地域の未来に対して、本
気で何をどのように考えているかを知っていた
だきたい、そして、ご自宅に戻ったら親子で語り
合ってもらいたいという願いがあるからである。
　当日は、新宿区選挙管理委員会、新宿区明る
い選挙推進協議会、学生ボランティアの方々等
が、本物の選挙会場を設置してくださる。また、
子どもたちがつくった各政党のPRポスターを

「選挙公報」として、カラー印刷し配布してく
ださる。さらに、30年度は、学校中に各政党の
ポスターと西新宿総選挙を知らせるポスターも
掲示してくださった。ここまでリアルに舞台を
演出してくださったら、子供たちが本気になら
ない訳がない。
　西新宿のまちをよりよくするための課題は、
毎年、違うから面白い。これまでの学習経験や、
その年の社会情勢により、変わるのである。 2
年前に防犯についての施策を考えたある政党
は、ロボットによるまちの見守りを提案してい
た。恥ずかしながら私は、その提案を聴いた時、
子どもらしいアイディアだなあ、と微笑ましく
捉えていたのだが、昨年、西武新宿駅で子供た
ちが提案していたロボットとほぼ同じ防犯ロ
ボットの試運転が行われているのを目の前で見
た。その時、子ども
たちの感性の素晴ら
しさ、時代の流れを
掴む感覚の瑞々しさ
に感嘆したことを覚
えている。
　さて、平成30年度、
各党が選んだ課題
は、高齢化対策、海
外旅行者へのおもて
なし、地域交流、健
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康、子育て支援、
環境問題の 6 つ
であった。それ
ぞれの党が、自
分たちの主張と

その実現のための具体策をプレゼンテーション
ソフトで説明したり、寸劇を交えながら訴えた
りした。どの党もよく練られた主張を行い、投
票への期待が高まった。
　いよいよ投票。新宿区選挙管理委員会の方か
ら説明を受けた後、投票所整理券を持ち、投票
用紙をいただいた。真剣に投票用紙に政党名を
記載し、投票箱に願いを込めた一票を入れる姿
は、真剣そのものである。
　そして、いよいよ開票。冒頭で記したように
劇的な結果に、子どもたちの熱気はさらに高
まった。

4年間の実践をして

　本校は、かつて生活指導上の課題が少なから
ずあったことは、前述のとおりである。しかし、
今は、保護者や地域からも信頼をいただき、誇
りに思ってくださる方も多い。なぜ、変わった
のか。その一つの答えがこの西新宿総選挙なの
である。小学校では、 6 年生が他の学年の見本
となるような集団であれば、他学年は 6 年生を
慕い「自分たちも 6 年生になったらあのように
なりたい」と思い、行動するようになる。それ
が、その学校の校風となるのである。
　本校は、それを目指し、子どもたちの自治の力
をはぐくむために、特別活動に力を入れている。
各学級の課題を学級会で話し合い、改善してい
くことや、委員会、児童会による「よりよい学校
づくり」を目指して、子どもたちの発想を生かし
た自治的、自発的な取り組みを続けている。子ど
もたちは、自分たちの取り組みが学級や学校を変
えていくことに喜びと自信をもつようになった。
　この特別活動で培った自治の力に加え、生活
科・総合的な学習の時間で培った地域に対する
愛着と地域のために貢献したいという熱い思い
が、 6 年生の 3 学期に行う西新宿小学校総選挙

に繋がっており、相互に強化しているのである。
本校の 6 年生には「中学校でも生徒会で活躍し
たい」と希望をもって進学する子どもが少なく
ない。この 5 年間で子どもも学校も大きく変
わったのである。
　このように、模擬選挙を子どもたちの公民的資
質をはぐくむ6 年間の教育活動の中の文脈に位置
付けることは、とても有効であると実感している。

結びに

　先日、NHKのドキュメント「目撃！にっぽん」
で高校生徒会による全国規模の憲法改正に係る
模擬選挙の番組を視た。当初「憲法なんてよく
知らない」「めんどうくさい」と言っていた高
校生が、憲法について学び、友人や保護者と議
論をするうちに、主権者としての意識が芽生え、
高まり、本気になっていく過程が克明に記録さ
れていた。そこには、自分たちの国の未来を真
剣に考えようとする若者の熱い思いがあった。
この番組を視て、改めて、「知ること」そして「体
験を通じ自分事として問題をとらえること」の
大切さを実感した。それを本校では、小学生の
うちに行っているのである。
　新宿区選挙管理委員会、新宿区明るい選挙推
進協議会には、このような機会を作っていただ
き、毎年、ご協力いただけることを有難き幸せと
感じている。この場をお借りして感謝の気持ち
をお伝えしたい。

しみず ひとし　1963年生まれ。平成26年度より新
宿区立西新宿小学校に校長として赴任。カリキュラ
ム・マネジメントによる学校改革を推進している。

こころの教育の関連
実践化

ふれあい

心と体をつなぐ

美しいものへの憧れ

道徳

特別活動
各教科等

地域との
かかわり

情操教育
（音楽・図画工作・
読書活動・和太鼓）

コオーディネーション
トレーニング
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